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＜はじめに＞ 高速成長では、結晶の温度勾配は緩やかであると言う報告がある[1]。 一方、結晶の

凝固界面では、次の様な Stefan条件が成立し、結晶側の温度勾配が大きい程、高速成長が可能である

と言うことが熱力学の法則である。これらの齟齬の原因について、報告する。 

   KL（dTL / dZ）+ hρV  =  KS（dTS / dZ） 

   KL, KS：Thermal conductivity in Liquid, Solid、h：凝固潜熱、ρ：密度、V：凝固速度。 

  

＜実験方法＞  0.1T の横磁場中で、Φ64ｍｍの石英ルツボからΦ31.5ｍｍの CZ 単結晶を育成する

３D Global 計算機シミュレ－ションを行った。 ４水準の凝固速度（0.3mm/min 、0.7mm/min、

1.1mm/min、1.5mm/min）での凝固界面の形状と凝固界面での温度勾配を求めた。 

 

＜結果＞  凝固界面形状は、下図 Fig.4（a）に示す様に、凝固速度の増加に伴い融液側に向かって

凸度が緩やかになり、結晶中心部の温度勾配が急峻になって行くことが判る。凝固界面での温度勾配

の半径方向での値を Fig.4（b）に示す。結晶中心部は凝固速度が大きいほど温度勾配は大であるが、

結晶周辺部では凝固速度が大きいほど小さく、温度勾配が緩やかになることが判る。 
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